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アイルランド英語母語話者の 24 歳から 30 歳までの男性 1 名、女性 2 名、計 3 名の音声
を録音した。録音の内容は“The ATR English Database”というデータベースに用いられてい
る 200文を選択した。200 文について、話者は普段の会話の速さで発音した。 
２.１.２ 録音条件 
録音は暗騒音が 30 dBA 程度の防音室で行った。まず、防音室の暗騒音が話者の発話に影
響するかどうかを確認するために、騒音計を設置した。全話者が発音する際の音圧レベル
は 65 dBA以上であり、暗騒音のレベルよりも十分に高かった。話者の口元から 15 cmの距
離に設置した録音機(TASCAM, DR-07)を用いてサンプリング周波数 44.1 kHz、量子化ビット
数 16ビットという条件で録音を行った。 
２.２因子分析 
Nakajima et al. (2017) において示された鳴音性と関連する因子を取り出し、その因子得点
を音素ごとに観察するために、Kishida et al. (2016) の方法を用いて、男性 1名の英語音声の
パワースペクトル変化に対して因子分析を行った。Kishida et al. (2016) の分析法が Nakajima 






因子は先行研究で得られた因子と共通する特徴があった。つまり、Nakajima et al. (2017)と
同様に約 1100 Hz付近の中帯域に大きい因子負荷量をもつ因子(mid-low factor)、約 3300 Hz
以上の高帯域に大きい因子負荷量を持つ因子(high factor)、そして因子の約 500 Hz以下と約
1700~3300 Hzの間の 2 帯域で大きい因子負荷量をもつ因子(low & mid-high factor)の３つが
得られた。 
 
Fig.1 因子分析により、得られた 3因子の特徴 
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 文頭に現れる 30の子音-子音-母音連結(CCV 連結)について因子得点を分析した。CCV 連
結の各音素にどの因子の特徴が反映されているかを見るために、CCV 連結を音素ごとに分
け、音素の時間的中央点における因子得点を因子空間内にプロットした（Fig. 2）。母音は low 
& mid-high factor、mid-low factor ともに因子得点が大きく、子音はともに小さい傾向がある
ことが Fig. 2-2から分かる。high factorの因子得点は low & mid-high factorと mid-low factor
の因子得点が低い時に高くなる傾向にあった(Fig. 2-1, 2-3)。mid-low factorと high factorの 2
つの因子について、一方の因子得点が高い場合、もう一方の因子得点は 0 に近く、因子空
間上で L字型に分布した(Fig. 2-3)。以上の因子得点の分布の仕方は、Nakajima et al. (2017)
における分布と一致している。 
 
Fig. 2-1                    Fig. 2-2 
 
Fig. 2-3 
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